
湖東地域の公共交通に関するアンケート結果のご報告

湖東圏域公共交通活性化協議会では、湖東地域にお住まいの皆様の公共交通に関するニーズを

把握するとともに、クルマの使い方を見直していただくきっかけづくりとしてアンケート調査を実施しました。

今回はその結果をご報告させていただきます。
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「目的地に向かう鉄道 ・バス路線がない」 等が続く

通勤 ・通学時の移動手段は、 クルマ利用 （自ら運転または送迎） が

合わせて約８割であるのに対して、 路線バス利用はわずか２％
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有効回答数825
割合は有効回答者数に対する割合。
複数回答可のため、割合の合計は100%を超える。

有効回答数585
割合は有効回答者数に対する割合。
複数回答可のため、割合の合計は100%を超える。

一方で・・・

アンケート調査実施概要

住民基本台帳より地域別・年代別に1市４町約5,300人を無作為抽出

平成24年7月20日～平成24年8月6日

各対象者にアンケート用紙を1部同封し郵送による配布回収

有効回答数：2,023件　回収率：38.2％

調査対象

調査時期

調査方法

回収数・率
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湖東圏域湖東圏域公共交通活性化協議会公共交通活性化協議会
  （事務局）彦根市役所交通対策課

【協議会の構成】
湖国バス(株)、彦根観光バス(株)、近江タクシー(株)、(社)滋賀県バス協会、滋賀県タ

クシー協会、私鉄滋賀県協議会、滋賀県タクシー労働組合連絡協議会、西日本旅客

鉄道(株)、近江鉄道(株)、彦根警察署、東近江警察署、滋賀大学、滋賀県立大学、聖

泉大学、彦根市身体障害者更生会、彦根市老人クラブ連合会、愛荘町シルバー人

材センター、愛荘町秦荘老人クラブ連合会、豊郷町老人クラブ連合会、豊郷町社会

福祉協議会、甲良町老人クラブ連合会、彦根交通安全協会甲良支部、多賀町民生

委員児童委員協議会、旧多賀町公共交通会議、近畿運輸局、湖東土木事務所、滋

賀県、彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町

湖東圏域の公共交通をより良くする
ためのご意見をお寄せ下さい
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湖東圏域の公共交通をより良くする
ためのご意見をお寄せ下さい
湖東圏域の公共交通をより良くする
ためのご意見をお寄せ下さい

〒522-8501　彦根市元町４番２号
電　　話 ： 0749-30-6134　　FAX ： 0749-24-8517
e-mail ： koutsutaisaku@ma.city.hikone.shiga.jp

公共交通利用増進に向けた改善点

より多くの人が公共交通を利用するための改善点としては、

「鉄道との乗り継ぎをよくする」、 「バスの運行本数を増やす」

などが続いている

クルマ中心のライフスタイルが進む一方で、４～５割が

将来のクルマの運転や公共交通サービス水準の低下

に対する不安を感じており、約６割が年間２～３回往復

程度のバス利用が可能と回答しています。

利用増進に向けた必要な改善点としては、　「鉄道との

乗り継ぎ改善」や「運行本数の増加」等が上位でした。

「愛のりタクシー」等の公共交通に関する情報が充分に

行き届いていない実態が浮き彫りとなりました。

利用者ニーズに応じた改善と、長期的な

視野で公共交通の必要性を湖東圏域

全体に示していく必要があります。

引き続き、利用者の視点でわかりやすい

情報提供を進めてまいります。
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公共交通の時刻表や行き先の情報を分かりやすくし、各戸に配布する

目的地までの直通路線を運行させる

駅やバス停留所での路線案内や時刻案内を分かりやすくする

バスの運行本数を増やす
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有効回答数1,445
割合は有効回答者数に対する割合。
複数回答可のため、割合の合計は100%を超える。

年間２～３回往復のバス利用の可能性

約６割が年間２～３往復程度ならバスを

「利用できる」 と回答

有効回答数

1,463 その程度なら
利用できる
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有効回答数780

「愛のりタクシー」を利用したことがない理由
／改善すべき点

愛のりタクシーを 「利用したことがない理由」 として、

４割弱が情報に関する理由を回答

彦根市中心部を除く地域で質問。
割合は有効回答者数に対する割合。
複数回答可のため、割合の合計は100%を超える。
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ご存知ですか？

パソコンや携帯電話、 スマートフォンで

バス情報が検索できます！！
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バス情報が検索できます！！

乗換検索システムを提供する 「ジョルダン」、

「駅すぱあと」 で湖東圏域を運行する近江鉄

道 ・ 湖国バスグループの路線バス情報が検索

できるようになりました！！

ぜひ、 お試しください！

ジョルダン （ダイヤ ・ 路線検索機能）　http://www.jorudan.co.jp/info/news/
【乗換案内 PREMIUM Light】 月額２１０円 （税込）
※チケット制 ： 90 日 600 円 ・ 180 日 1200 円 ・ 365 日 2300 円 （すべて税込） もあります

駅すぱあと （路線検索機能のみ） http://ekiworld.net/personal/mobile/
【プレミアムコース】 月額２１０円 （税込）
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